
　生分解性プラスチック（生プラ）は、微生物の働き

で自然に分解するため、利用後に回収と処理がいらな

い資材として、主に農業用マルチフィルムなどに使わ

れています。しかし、思うように分解しない、あるいは

逆に使用中に分解しすぎてしまうなど、問題となる場

合がありました。(独)農業環境技術研究所では生プラ

の分解制御に取り組み、これまでに生プラを強力に分

解する微生物を発見、生プラ分解酵素を大量生産し、

農地の生プラマルチフィルムを短時間で分解すること

に成功しました。

このセミナーで

は、研究所の

研究成果を紹

介するとともに、生プラにかかわる行政、製造・販売

者、ユーザーなどの参加を得て、生プラ資材の海外や

国内の動向や、実用化に向けての課題を議論しました。

　　　　　（生物生態機能研究領域長　藤井 毅）
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環境に優しい農業と暮らしに役立つ
生分解性プラスチック利用促進技術の最前線

　地球規模で進む温暖化などの気候変動に対応する

ため、農林水産省では平成22年度からプロジェクト

研究「気候変動に対応した循環型食料生産等の確立

のための技術開発」により、その取り組みを強化して

おり、プロジェクトは農環研ほか農林水産省が主管す

る5つの研究機関が中核となって実施しています。昨

年12月10日には、これまでの取り組みや成果について

広く紹介することを目的に、東京国際フォーラムにお

いて、研究成果発表会「農林水産業は気候変動にど

う対応するか？」を開催しました。農･林･水の各分野

からの7講演と78のポスター発表に対し、187名の一

般からの参加者があり、182名のプロジェクト関係者

と活発な意見交換を行うことができました。

　　　　　　　（研究コーディネータ　八木 一行）
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農林水産業は気候変動にどう対応するか？
農林水産省委託プロジェクト研究発表会

酵素処理 水処理

　2月20日につくば農林ホールで土・水研究会を開催

し、公設研究機関をはじめ170名の方々にご参加頂き

ました。化学肥料や農薬の使用量を減らした効果が、

地下水や河川の水質にどう現れるのかを、モデルで予

測できれば、水質保全の対策を検討する上で有効で

す。そうした視点から、今回はモデルの開発と活用に

焦点をあてました。北海道大学の波多野隆介教授に

よる基調講演「流域環境負荷低減における物質動態

モデルの役割と開発の現状」に続き、滋賀県琵琶湖

環境科学研究センターの佐藤祐一研究員、東京農工

大学の渡邉裕純教授、総合地球環境学研究所の今

川智絵研究員から、それぞれ開発・活用されている物

質動態モデルをご紹介頂くとともに、愛知県農業総合

試験場の糟谷真宏環境安全研究室長から、水質保全

の現状と数理モデル開発への期待についてご講演頂

きました。農環研からも、江口定夫主任研究員と板橋

直主任研究員が、開発中のモデルやその活用例を発

表し、総合討論では、各モデルに共通する課題などに

ついて議論を深めました。

　　　　　　（物質循環研究領域長　井手　任）

報  告第30回  土・水研究会
流域の環境負荷低減のための物質動態モデルの開発と活用

農林水産技術会議事務局
小林局長による開会挨拶


